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特別損失の計上および業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 

当社は、最近の業績の動向等を踏まえ、2020年2月期において、特別損失を計上するとともに、2019年４月

10日に開示した2020年２月期（2019年３月１日～2020年２月29日）の業績予想を修正いたしますので、下記の

通りお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 特別損失の計上について 

2015 年に吸収合併した子会社（ジョイ）より承継した山形県内のホームセンター16 店舗のうち８店舗

において、土地および建物等固定資産について「固定資産の減損に係る会計基準」に基づき、当社の保有

する固定資産について将来の回収可能性を検討した結果、店舗に係る減損損失 962 百万円を特別損失に計

上することといたしました。 

 

 

2. 業績予想数値の修正について 

2020年２月期（2019年３月 1日～2020年２月 29日） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

50,000 

百万円 

370 

百万円 

400 

百万円 

120 

11円 14銭 

  

今回修正予想（Ｂ） 
 

49,302 

 

375 

 

402 

 

△474 

 

－ 

増減額（Ｂ－Ａ） 
 

△698 

 

5 

 

2 

 

△594 
 

増減率（％） 
 

△1.4 

 

1.4 

 

0.5 

 

－ 
 

（ご参考）前期実績 

（2019年２月期） 

 

48,876 

 

174 

 

230 

 

36 

 

3円 37銭 

 

3. 修正の理由 

当社は、2020 年２月期におきましては、老朽化した不採算店 1 店舗を閉店したほか、投資抑制のため、

新規出店を行わず既存店の回復に注力してまいりました。また、既存店の客数拡大を狙って 100 円

ショップのダイソーコーナーをホームセンター4店舗の売場内に導入いたしました。これらの結果、前年

実績に対して増収となる見込みです。 



 

一方で、消費税増税後に一般消費者の節約志向が強まったことなどの影響を受け、日用消耗品や食品

等のディスカウント販売に取り組んだ結果、営業総利益率が対前年差で 0.4％下回り、営業総利益高は前

年を下回る見込みとなっております。これに対し、販管費抑制策として、働き方の見直しによる時間外

労働の削減、チラシの計画見直しによる販促費抑制、配送ルートの見直しによる物流費圧縮などに取り

組んだ結果、販管費は前年を下回る数値で着地する見込みです。以上の取り組みにより、営業利益と経

常利益は前年を大きく上回り終了する見込みとなりました。 

しかしながら、「1.特別損失の計上について」に記載する特別損失を計上することが決定したため、当

期純損益は予想数値の 120百万円から 594百万円減少し△474百万円となる見込みになるため、通期業績

予想を修正いたします。 

なお、配当予想につきましては、当初の予想である期末配当 10円から変更はありません。 

 

（注）上記の予想数値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき判断したものであり、実際の

業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

以 上 


